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定  例  会  議  の  開  催  状  況 

 

第１ 開催日時 

令和８年３月５日（木） 午後０時 50 分～午後５時 30 分 

第２ 開催場所 

   公安委員会室 

第３ 出席者 

１ 公安委員会 

上枝委員長、岡委員、大石委員 

２ 警察本部 

 本部長、警務部長、生活安全部長、交通部長、警備部長、首席監察官、

情報通信部長、サイバー・情報管理局長、地域監、鑑識課長、公安委員

会補佐官 

 ３ 陪席 

   総務課長 

第４ 議題事項 

 １ 香川県警察組織規則の一部改正について 

 県警察から、香川県警察組織規則（平成 12 年香川県公安委員会規則第

７号）の一部について所要の改正を行う旨の説明があり、審議の上、了承

した。 

委員から、「今回の組織改正は、現状の各種課題に対応するための変更

であり、柔軟な対応ができていると思う」旨、委員から、「人身安全統括

監が新設されたことから、これまで以上に、ストーカー、ＤＶ、児童虐

待等の人身安全関連事案については、万全を期した対応を期待したい」

旨の発言があった。 

 ２ 香川県警察本部及び警察署の警察職員の配置定員に関する規則の一部 

改正について 

 県警察から、香川県警察本部及び警察署の警察職員の配置定員に関す

る規則（平成 12 年香川県公安委員会規則第 10 号）の一部について所要

の改正を行う旨の説明があり、審議の上、了承した。 

委員から、「以前、四国内において整備士不足により、ドクターヘリが

運航困難というニュースを拝見したことがある。今回の改正内容の中に、
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「警察航空隊整備業務体制の強化」とあるが、県警察でも整備士不足等

によりヘリコプターを飛ばせないという状況があるのか」旨の発言があ

り、県警察から、「警察航空隊は、今春から現在の人員に加えて１人増員

する予定であり、整備士及びパイロットは充足しており、運用に支障は

ないと考えている」旨の説明があった。 

第５ 報告事項 

１ 令和８年２月県議会定例会追加議案の概要について 

   県警察から、令和８年２月県議会定例会において、令和７年度補正予

算議案を追加提案する旨の報告があった。 

  委員から、「現計予算額から減額補正となるようだが、県警察として必

要な予算を確保できているのであれば問題ないと思う」旨の発言があっ

た。 

２ 令和８年度監察実施計画について 

   県警察から、監察に関する香川県公安委員会への報告に関する規則に

基づき、令和８年度監察実施計画を作成した旨の報告があった。 

    委員から、「監察は組織にとって非常に重要なシステムだと思うので、

引き続き、改善するところは改善するなど適正な監察に努めていただき

たい」旨、委員から、「非違事案を無くすだけではなく、非違事案に至ら

ないヒヤリハットの段階で気付けるような監察であってほしい」旨の発

言があった。 

３ 令和７年度第６回公安委員会の交通規制（専決分）の実施について 

   県警察から、公安委員会の交通規制（専決分）については、「通学路の

安全対策（特定小型原動機付自転車・自転車及び歩行者用道路の規制の

変更）」、「横断歩行者の安全対策（横断歩道の新設）」、「交差点の安全対

策（一時停止規制の新設）」等、合計 44 か所（区間）を実施する旨の報

告があった。 

    委員から、「今回、通学路の安全対策として、自転車及び歩行者用道路

の規制時間を変更しているように、今後も地元住民から様々な要望等が

挙がってくると思う。引き続き、地元住民の声を十分に聞いた上で、変

更できる点は変更するなど、柔軟で適正な交通規制に努めていただきた

い」旨の発言があった。 

４ 「かがわマラソン 2026」開催に伴う各種安全対策の実施について 

   県警察から、令和８年３月 15 日に県下初のフルマラソン大会となる

「かがわマラソン 2026」が開催されることに伴い、中央通り（国道 11
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号等）、国道 32 号、主要地方道高松善通寺線等において交通規制（車両

通行禁止）を実施するとともに、主催者側と連携した各種安全対策を講

じる旨の報告があった。 

    委員から、「今回は交通規制の時間も長いようだが、県民等から交通規

制に関する問い合わせはたくさん寄せられているのか」旨の発言があり、

県警察から、「現状では承知していないが、問合せに対しては、かがわマ

ラソン実行委員会事務局で対応しており、そちらには連絡があるものと

思われる」旨の説明があった。さらに、委員から、「大規模な交通規制を

伴った県下初のフルマラソン大会ということで、予想外の事案が発生す

るかもしれない。県警察として、緊張感をもって対応していただきたい」

旨の発言があった。 

５ 雑踏警備におけるウェアラブルカメラ活用状況について 

   県警察から、ウェアラブルカメラ導入に関する警察庁モデル事業につ

いて、県警察では、上半期に雑踏警備において２回試行した旨の報告が

あった。 

    委員から、「現在は試行期間中ということなので、問題点や要望等を抽

出し、今後の改善につなげていただきたい」旨、委員から、「ウェアラブ

ルカメラによる撮影に対する参集者からの質問等は無かったのか」旨の

発言があり、県警察から、「ウェアラブルカメラを使用する際には、ホー

ムページ等で事前広報を行っているほか、撮影現場においても「撮影中」、

「香川県警」等と周囲に撮影していることを知らせている。関心を持っ

た参集者から声を掛けられることはあるものの抗議等はなかった」旨の

説明があった。 

第６ 決裁 

 １ 公安委員会定例会議会議録の作成及び公表について 

（令和８年１月 29 日開催分） 

 ２ 外部通報の調査結果について 

 ３ 公安委員会宛て苦情処理結果報告について 

 ４ 香川県公安委員会における情報セキュリティの基本方針に関する規程 

の制定について 

 ５ 警察官の特別派遣について 

第７ その他 

 １ 令和７年度香川県警察サイバーセキュリティ戦略推進状況について 

    県警察から、令和７年度中の香川県警察におけるサイバーセキュリテ
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ィ戦略の推進状況について報告があった。 

    委員から、「サイバー事案に的確に対処するため、サイバー捜査に関す

る知識・技能を向上させることは非常に重要だと思う。警察内部におけ

るサイバー検定中級の取得率を比較したところ部門別で差があるので、

これを全体的に押し上げていく必要があると感じた」旨、委員から、「県

警察からの説明にもあったように、携帯電話やパソコンの解析等、現在

の捜査にサイバーの知識・技術は不可欠だと思う。可能な限りサイバー

検定を受験するなどして、捜査員個々のレベルアップを図っていただき

たい」旨の発言があった。 

  ２ 小豆警察署「福田駐在所」の移転・新築について 

    県警察から、小豆警察署「福田駐在所」施設の移転・建替えが完成し、

令和８年４月１日から運用を開始する旨の報告があった。 

    委員から、「旧福田駐在所に比べて、移転先の福田駐在所の居住スペー

スが狭いように思うが、何か理由があるのか」旨の発言があり、県警察

から、「近年は駐在所においても、地元住民と接する場所を設けるという

ことで多目的室（会議室）や来訪者用のトイレの整備に重点を置いてお

り、それに伴い、居住スペースが狭小となる状況にある」旨の説明があ

った。 

  ３ 香川県犯罪警戒警報の発令について 

    県警察から、短期間のうちに特殊詐欺及びＳＮＳ型投資・ロマンス詐

欺被害が多発したことを受け、令和８年３月３日（火）から同月 12 日

（木）までの間、県内全域において犯罪警戒警報が発令された旨の報告

があった。 

  ４ 「半固定式速度違反自動取締装置」による最高速度違反取締りの開始

について 

    県警察から、令和８年４月１日から「半固定式速度違反自動取締装置」

による最高速度違反取締りを開始する。同機器の設置箇所手前には速度

抑制を注意喚起するための予告看板「速度自動取締機設置路線」を設置

して実勢速度を低下させるほか、最高速度違反車両は検挙により更なる

交通事故抑止を図る旨の報告があった。 

５ 白線の設置間隔を拡大した横断歩道（新基準横断歩道）の設置につい

て 

    県警察から、白線の設置間隔を拡大した横断歩道（新基準横断歩道）

をみとよ未来創造館北西交差点（三豊市）に初めて設置する旨の報告が
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あった。 

 ６ VTuber を起用した改正道路交通法施行令に関する周知活動について 

   県警察から、YouTube チャンネル登録者数 131 万人を誇る人気 VTuber

「ＡＺＫi」氏を起用し、令和８年９月１日の改正道路交通法施行令（法

定速度引き下げ）の施行に関する周知活動を展開する旨の報告があった。 

 ７ 香川県公安委員会における情報セキュリティの基本方針に関する規程 

の制定について 

 県警察から、地方自治法及び地方自治法施行令の改正に伴い、公安委員

会における情報セキュリティの基本方針に関する規程を制定する旨の説

明があり、審議の上、了承した。 

 ８ 四国４県合同の「猟銃等所持許可調査・審査マニュアル」の作成につ

いて 

    県警察から、四国４県警察猟銃等の所持許可担当者の調査力及び幹部

の審査力向上を目的に、４県警察合同で「猟銃等所持許可調査・審査マ

ニュアル」を作成した旨の報告があった。 

 ９ 広報誌「さぬきの安全」2026 年版の説明について 

    県警察から、広報誌「さぬきの安全」2026 年版の発行にあたり、記載

内容等の説明が行われた。 

 10 警察官の特別派遣について 

 県警察から、宮城県公安委員会からの援助の要求に係る警察官の特別

派遣について説明があり、審議の上、了承した。 

 11 公安委員会宛ての苦情の処理結果について 

   県警察から、受理した苦情について、事実関係及び措置状況について

報告があり、審議の上、通知する内容等を決定した。 

  12 運転免許の取消し等の審議について 

県警察から、運転免許の取消し等に係る意見の聴取等について報告が

あり、審議の上、処分内容を決定した。 

 13 外部通報の調査結果について 

   県警察から、外部通報の調査結果について報告があった。 


